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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年5月6日(2011.5.6)

【公表番号】特表2010-521470(P2010-521470A)
【公表日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-025
【出願番号】特願2009-553636(P2009-553636)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/18    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月11日(2011.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片であって、３番目のショートコンセ
ンサスリピート（「ＳＣＲ」）領域でＢ因子に選択的に結合すると共にＣ３ｂＢｂ複合体
の形成を防止するマウスモノクローナル抗体１３７９（「ｍＡｂ１３７９」）に由来し、
かつ約１．０×１０-8Ｍから約１．０×１０-10Ｍの間の平衡解離定数（「ＫD」）を有す
るヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項２】
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ＫDが約３．０×１０-9Ｍから約７．０×１０-9Ｍの間である請求項１に記載のヒューマ
ニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項３】
配列番号１４、配列番号１６、配列番号１８、および配列番号２０から成るグループから
選択されたＶκ領域ポリペプチドと、配列番号１５、配列番号１７、配列番号１９、およ
び配列番号２１から成るグループから選択されたＶＨ領域ポリペプチドとを有する請求項
１に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項４】
配列番号１４のＶκ領域ポリペプチドと配列番号１５のＶＨ領域ポリペプチドとを有する
請求項３に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項５】
配列番号１６のＶκ領域ポリペプチドと配列番号１７のＶＨ領域ポリペプチドとを有する
請求項３に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項６】
配列番号１８のＶκ領域ポリペプチドと配列番号１９のＶＨ領域ポリペプチドとを有する
請求項３に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項７】
配列番号２０のＶκ領域ポリペプチドと配列番号２１のＶＨ領域ポリペプチドとを有する
請求項３に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項８】
抗原結合断片がＦａｂ’、（Ｆａｂ’）2、Ｆｖ、ｓｃＦｖ、および二重特異性抗体から
成るグループから選択される請求項１に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗
原結合断片。
【請求項９】
ヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片のＶκ領域は、配列番号２２、配列
番号２４、配列番号２６、および配列番号２８から成るグループから選択されたＣＤＲ３
－ＦＲ４領域に由来する結合特異性決定基（「ＢＳＤ」）を有し、ヒューマニア化抗Ｂ因
子抗体またはその抗原結合断片のＶＨ領域は、配列番号２３、配列番号２５、配列番号２
７、および配列番号２９から成るグループから選択されたＣＤＲ３－Ｆ
Ｒ４領域に由来するＢＳＤを有する請求項１に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体または
その抗原結合断片。
【請求項１０】
配列番号２２のＶκ領域ＢＳＤポリペプチドと配列番号２３のＶＨ領域ＢＳＤポリペプチ
ドとを有する請求項９に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１１】
配列番号２４のＶκ領域ＢＳＤポリペプチドと配列番号２５のＶＨ領域ＢＳＤポリペプチ
ドとを有する請求項９に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１２】
配列番号２６のＶκ領域ＢＳＤポリペプチドと配列番号２７のＶＨ領域ＢＳＤポリペプチ
ドとを有する請求項９に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１３】
配列番号２８のＶκ領域ＢＳＤポリペプチドと配列番号２９のＶＨ領域ＢＳＤポリペプチ
ドとを有する請求項９に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１４】
抗原結合断片がＦａｂ’、（Ｆａｂ’）2、Ｆｖ、ｓｃＦｖ、および二重特異性抗体から
成るグループから選択される請求項９に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗
原結合断片。
【請求項１５】
有効量の請求項１に記載のヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片と、医薬
として許容される担体とを含有する医薬組成物。
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【請求項１６】
副補体経路の活性化が役割を果たす疾病または障害に罹患しているかまたは該疾病または
該障害を起こす危険性のある個体における該疾病または該障害の治療のための請求項１５
に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
前記疾病または前記障害が気道過敏症（「ＡＨＲ」）または気道炎症である請求項１６に
記載の医薬組成物。
【請求項１８】
ヒューマニア化抗Ｂ因子抗体またはその抗原結合断片が、該抗体またはその抗原結合断片
の投与前と比較して前記個体においてＡＨＲまたは気道炎症を低減するのに有効な量で前
記個体に投与される請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
前記ＡＨＲまたは前記気道炎症が、喘息、慢性閉塞性肺疾患（「ＣＯＰＤ」）、アレルギ
ー性気管支肺アスペルギルス症、アレルギー性炎、過敏性肺炎、好酸球性肺炎、気腫、気
管支炎、アレルギー性気管支炎気管支拡張症、嚢胞線維症、結核、過敏性肺炎、職業性喘
息、類肉腫、気道過敏症症候群、間質性肺疾患、好酸球増加症、鼻炎、副鼻腔炎、運動誘
発性喘息、汚染誘発性喘息、咳喘息、寄生性肺疾患、呼吸器合胞体ウイルス（「ＲＳＶ」
）感染、パラインフルエンザウイルス（「ＰＩＶ」）感染、ライノウイルス（「ＲＶ」）
感染およびアデノウイルス感染から成るグループから選択された疾病に関連する請求項１
８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
副補体経路の活性化が寄与する疾病もしくは障害、副補体経路の活性化が該疾病もしくは
該障害の少なくとも１つの徴候を悪化させる該疾病もしくは該障害、または副補体経路の
活性化が引き起こす該疾病もしくは該障害に罹患しているかまたは該疾病もしくは該障害
を起こす危険性のある個体において該副補体経路の活性化を選択的に阻害するための請求
項１５に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
前記疾病または前記障害が気道過敏症（「ＡＨＲ」）または気道炎症である請求項２０に
記載の医薬組成物。
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